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概要

2006年度からは、高等学校指導要領改訂によっ

て教科「情報」を履修した高校生が入学している。

そのため、現在本学が共通教育として提供してい

る情報科学演習のカリキュラム等についても見直

しが必要になっている。そこで、高校における教

科「情報」の履修状況及び授業内容に関する平均

的な習得レベルについて、県内の各高校に対して

アンケート調査を実施した。一方、各学部・学科

に対しても同様に、授業内容の理解度、カリキュ

ラムに対する要望等に関するアンケート調査を実

施している。

今回は、各学部・学科に対して実施した共通教

育として提供すべき授業内容等のカリキュラムに

対する要望事項に関するアンケート調査結果、な

らびに大学で教育すべきテーマ・カリキュラムに

関して検討を行っている現状について報告する。

キーワード：指導要領、情報A、情報B、情報C、

1 . はじめに

必修化、共通教育、アンケート、カ

リキュラム

現在琉球大学が共通教育として提供している情

報科学演習は、全学必修化に向けて、あらゆる学

問の基礎となる情報処理能力を育てることを基本

方針として、 1996年に開設している。そのカリキュ

ラムは①コンピュータの基本操作に関する事項，

②文書処理に関する事項，③インターネット活用

に関する事項、④データ処理に関する事項等の4

項目から構成される。ところが、 2003年の高校指

導要領改訂叫こよって新教科として「情報」が新

設され、すべての高校生は、「情報A」「情報B」

「情報C」のうち、少なくとも 1科目を履修する

ことが義務づけられるようになった（一部は専門

教科情報）。そのため、現在本学が共通教育とし

て提供している情報科学演習の授業内容の一部は、

すでに高校における新教科「情報」において学習

していて、マウス操作をはじめ、キーボードから

の文字入力、入力された文章の編集といったコン

ピュータの基本操作に関する平均的な習得レベル

は、すでに十分であることが明らかになった（黒

田・岡崎、 2005、2006)[Z] C3l。

以上のような理由から、共通教育として提供し

てきた「情報科学演習」の授業内容等についても

見直しが必要となっている。昨年以来、カリキュ

ラムの改定に向けて情報関係科目企画委員会（現

情報関係科目企画小委員会）では、大学が共通教

育として提供すべき授業内容について検討を重ね

ている。

共通教育としての情報科学演習に対して、各学

部・学科・専攻が要望している授業内容とその習

得レベルを把握するため、アンケート調査を実施

した。今回は、各学部・学科・専修・コース・系

に対して行ったアンケート調査結果を踏まえて高

校教育に委ねるものと、大学で教育すべきテーマ・

カリキュラムに関して検討を行っている現状につ

いて報告する。

2. アンケート結果の概要

今回は高校に対してと同様に、当該学部・学科
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に対しても、現在共通教育として提供しているカ

リキュラムに対する要望等の意向調査を実施した。

カリキュラム作成の主体は各学部・学科・系等に

あり、授業内容及び習得レベルはそれぞれの学部・

学科・ 系等によって異なって当然といえるが、し

かし、共通教育としての『情報処理科目』が備え

るべき授業内容に関しては、前述した本学の『情

報処理教育のねらい』から大きく逸脱しないよう

配慮して、次の 3項目(1)情報発信に関すること、

(2)情報処理に関すること及び(3)情報の倫理に関す

ることについて、それらの授業内容と習得レベル

について自由回答形式のアンケート調査を実施し

た。調査対象は、学部毎にそれぞれの学科・コー

ス・専修・ 系に対して行った。それらの内訳は、

次のとおりである。

法文学部では、昼間主コースの4学科、 4専攻

及び夜間主コース 2学科2専攻の計10分野につい

て実施した。教育学部については、 6コース16専

修の計20分野、理学部は3学科4系の計5分野、

医学部は2学科の計2分野、工学部は、昼間主コー

ス4学科2コース、夜間主コース 2学科の計7分

野、農学部は、 3学科の計3分野で合計47分野に

ついてアンケート調査依頼を行った。

アンケートに対する回答は、法文学部2分野、

教育学部6分野、理学部5分野、医学部1分野、

工学部3分野及び農学部2分野の合計19分野から

あった。アンケート回収率は約40% (19/47) と

高いとはいえないが、各学部が共通教育としての

「情報処理教育」に対して要望している授業内容

と、その習得レベルを知る上では大いに参考とな

る。アンケート項目に対する各学部・学科・専攻

からの回答結果は、表 1に示すとおりである。

2. 1 . 情報発信に関すること

情報発信に関することについて、各学部・学科

等から要望のあった事項についてまとめると、つ

ぎの14項目に集約できる。それらの項目は以下の

とおりである。①一般的なメールの送受信につい

て、②メールの仕組及びメールの応用として添付

書類の送信、③Webに関する理解、④HTMLに

よる Web作成、⑤その他ホームページ作成ツー

ル等による Web作成、⑥Power Point等を用い

たプレゼンテーション、⑦Web・PDFファイル

等によるプレゼンテーション、⑧Blog (ブログ）、

⑨ Wiki (ウィキ）、⑩ネットワークの仕組み及び

パソコン等のネットワーク環境の設定、Rテレビ

会議システムについての理解とその運用、⑫その

他（現在提供している授業内容を維持する）、⑬

情報発信の目的、⑭共通教育では必要ない。

表2には、情報発信についての項目と、その項

目に対する各学部から要望のあった回答頻度につ

いて示している。次に、情報発信に関する各学部

からの共通教育への要望の内訳については以下に

述べるとおりである。

表2 情報発信に関する項目別頻度内訳

要望項目 回答頻度

①メールの送受信（一般的） 10 

②メールの仕組・応用（添付書類など） 4 

③ Webに関する理解 3 

④ HTMLによる Web作成 4 

⑤その他Web作成 5 

⑥プレゼンPowerPoint 5 

⑦ Web・PDF等によるプレゼン 1 

⑧ Blog 2 

⑨ Wiki 1 

⑩ネットワークの仕組み・環境設定 2 

Rテレビ会議システム 1 

⑫その他（最低限現状をクリア） 1 

⑬情報発信の目的 3 

⑭共通教育では必要なし 2 

回答総数の合計 44 

1)法文学部

情報発信に関することで、法文学部が共通教育

に対して要望していることは、①一般的なメール

の送受信、③Webに関する理解、④HTMLによ

るWeb作成、⑤その他ホームページ作成ツール

等による Web作成、⑥Power Point等を用いた

プレゼンテーション、⑦Web・PDFファイル等

によるプレゼンテーション、⑧Blog及び⑨Wiki 

などの電子メールとホームページ (Web) によ

る情報の発信能力にある。
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表 1 各学部・学科・系等が共通教育に要望している情報発信，情報処理及び情報倫理に関する項目一覧について

情報発信に関する項目 情報処理に関する項目 情報倫理に関する項目
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法文学部
総合社会システム学科 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

人間科学科 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

国語教育専修 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

理科教育専修 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

教育学部
児童教育専修 ◎ ◎ ◎ 
家政教育専修 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

島嶼文化教育コース ◎ ◎ 

教育情報コース ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

数理科学科 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
物質地球科学物理系 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

理学部 物質地球科学地学系 ◎ ◎ ◎ ◎ 

海洋自然科学化学系 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

海洋自然科学生物系 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

医学部 医学科 ◎ ◎ ( 

機械システム工学科

゜゚ ゜゚ ゜゚゚ ゜ ゜
◎ 

゜゚工学部 環境建設工学科 ◎ ◎ 

゜電気電子工学科 ◎ ◎ 

゜ ゜
◎ 

゜
◎ ◎ ◎ 

゜農学部
生物生産学科

゜ ゜
◎ 

゜゚ ゜
◎ 

゜゚
◎ ◎ 

生物資源科学科

゜
◎ ◎ ◎ 

゜ ゜要望事項別集計 10 4 3 4 5 5 1 2 1 2 1 1 3 2 2 5 5 5 5 1 4 2 1 6 1 1 1 2 3 11 2 6 7 8 2 3 6 2 2 1 2 1 



2)教育学部

教育学部の要望は、①一般的なメールの送受信、

③ Webに関する理解、④HTMLによる Web作

成、⑧Blog、⑪テレビ会議システムについての

理解とその運用及び⑬情報発信の目的をあげてい

て、法文学部の要望とほとんど同じである。しか

し、その一方で、情報発信に関しては専門教育で

行うため、⑭共通養育では必要なしと回答してい

る分野もある。

3)理学部

理学部の要望は、①一般的なメールの送受信に

ついて、②メールの仕組及びメールの応用として

添付書類の送信など、④HTMLによる Web作成、

⑤その他ホームページ作成ツール等による Web

作成、⑥Power Point等を用いたプレゼンテーショ

ン、⑩ネットワークの仕組み及びパソコン等のネッ

トワーク環境の設定及び⑬情報発信の目的をあ

げている。法文学部が、情報を発信するための

Webの作成等の実用面に重点をおいた教育を望

んでいるのに対して、理学部の要望は発信すべき

情報の内容・中身の問題や、情報発信の仕組み等

の、どちらかというと理論的側面に重点があるの

が特徴といえる。

4)医学部

情報発信に関するテーマについては、教育学部

のある分野と同様、医学部における専門教育にお

いて行うため、⑭共通教育では必要なしと回答し

ている。

5)工学部

工学部の要望は、①一般的なメールの送受信に

ついて、②メールの仕組及びメールの応用として

添付書類の送信など、③Webに関する理解、⑤そ

の他ホームページ作成ツール等によるWeb作成、

⑥ Power Point等を用いたプレゼンテーション、⑩

ネットワークの仕組み及びパソコン等のネットワー

ク環境の設定及び⑬情報発信の目的をあげ、理学

部の要望とほとんど変わらないのが特徴である。

6)農学部

情報発信に関して、農学部は最も基本的な①ー

般的なメールの送受信について及び⑤その他ホー

ムページ作成ツール等による Web作成の 2項目

のみについてあげているのが特徴である。

2. 2. 情報処理に関すること

情報処理に関することについて、各学部・学科

等から要望のあった事項についてまとめると、つ

ぎの15項目に集約できる。それらの項目は以下の

とおりである。①Excelの基本的な処理に関する

こと、②Excelによるグラフの作成、③Excelの

関数を用いた処理、④Excelの甚本的な統計処理、

⑤ Excelによる統計処理全般、⑥Excelのマクロ

機能を利用した処理、⑦Excelの分析ツールを

用いた処理⑧カード型データベース Accessによ

るデータ処理、⑨カード型データベース File

Makerによるデータ処理、⑩データ処理全般、

@Mathematica, Maple等による数式処理、⑫

ファイル等の圧縮・解凍処理、⑬FTP等による

ファイル・データ送信及びファイル等のアクセス

権・実行権の変更、⑭データ・情報検索他、⑮共

通教育では必要ない。

表3には、情報処理についての項目と、その項

目に対する各学部から要望のあった回答頻度につ

いて示している。次に、情報処理に関する各学部

からの共通教育への要望の内訳については以下に

述べるとおりである。

表3 情報処理に関する項目別頻度内訳

要望項目 回答頻度

① Excel基本処理 2 

② Excelグラフ処理 5 

③ Excel関数処理 5 

④ Excel基本統計処理 5 

⑤ Excel統計処理 5 

⑥ Excelマクロ処理 1 

⑦ Excel分析処理 4 

⑧ Accessデータ処理 2 

⑨ File Makerデータ処理 1 

⑩データ処理全般 6 

⑪数式処理 (Mathematica,Maple) 1 

⑫圧縮・解凍処理 1 

⑬ FTP等パーミッション変更 1 

⑭データ・情報検索他 2 

⑮共通教育では必要なし 3 

回答総数の合計 44 
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1)法文学部

情報処理に関することで、法文学部が共通教育

に対して要望していることは、②Excelによるグ

ラフの作成、⑤Excelによる統計処理全般、⑩デー

タ処理全般及び⑭データ・情報検索他についてで

ある。

2)教育学部

教育学部の要望は、①Excelの基本的な処理に

関すること、④Excelの基本的な統計処理、⑧カー

ド型データベース Accessによるデータ処理及び

⑩データ処理全般についてである。その一方で、

情報処理に関しては専門教育で行うため、⑮共通

養育では必要なしと回答している分野があるのが

特徴である（表1参照）。

3)理学部

理学部の要望は、②Excelによるグラフの作

成、③Excelの関数を用いた処理、④Excelの基

本的な統計処理、⑤Excelによる統計処理全般、

⑥ Excelのマクロ機能を利用した処理、⑫ファイ

ル等の圧縮・解凍処理、⑬FTP等によるファイ

ル・データ送信及びファイル等のアクセス権・実

行権の変更及び⑭データ・情報検索他などである。

4)医学部

医学部医学科では、教育学部のある分野と同様、

情報処理に関するテーマについても専門教育で行

うため、⑮共通教育では必要ないと回答している。

5)工学部

工学部の要望は、③Excelの関数を用いた処理、

④ Excelの基本的な統計処理、⑤Excelによる統

計処理全般、⑦Excelの分析ツールを用いた処理、

⑩データ処理全般及び⑪Mathematica, Maple 

等による数式処理についてである。

6)農学部

農学部の要望は、②Excelによるグラフの作成、

③ Excelの関数を用いた処理、④Excelの基本的

な統計処理、⑤Excelによる統計処理全般及び⑦

Excelの分析ツールを用いた処理である。

2. 3. 情報倫理に関すること

情報倫理に関することについて、各学部・学科

等から要望のあった事項についてまとめると、つ

ぎの13項目に集約できる。それらの項目は以下の

とおりである。①著作権に関すること、②知的情

報の所有権、③個人情報とプライバシー、④表現

の自由と情報発信のマナー、⑤情報に対する不正

アクセス、⑥情報・データの不正コピー、⑦ネッ

トワークの利用マナー、⑧セキュリティー（ハー

ド・ソフト・ウイルス）、⑨コンピュータシステ

ムの信頼性、⑩その他情報倫理、Rコンピュータ

情報関連法規、⑫その他（専門家に任すべき）、

⑬共通教育では必要ない。

表4には、情報倫理についての項目と、その項

目に対する各学部から要望のあった回答頻度につ

いて示している。次に、情報倫理に関する各学部

からの共通教育への要望の内訳については以下に

述べるとおりである。

表4 情報倫理に関する項目別頻度内訳

要望項目 回答頻度

①著作権 11 

②知的情報の所有権 3 

③個人情報とブライバシー 7 

④表現の自由と発信のマナー 7 

⑤不正アクセス 8 

⑥情報・データのコピー 2 

⑦ネットワークの利用マナー 4 

⑧セキュリティー（ハード・ソフト・ウイルス） 6 

⑨システムの信頼性 2 

⑩その他情報倫理 2 

⑪コンビュータ情報関連法規 1 

⑫その他（専門家等に任すぺき） 1 

⑬共通教育では必要なし 2 

回答総数 56 

1)法文学部

情報処理に関することで、法文学部が共通教育

に対して要望していることは、①著作権に関する

こと、②知的情報の所有権、③個人情報とプライ

バシー、④表現の自由と情報発信のマナー、⑤情

報に対する不正アクセス及び⑩その他情報倫理に

ついてである。
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2)教育学部

教育学部の要望は、①著作権に関すること、③

個人情報とプライバシー、④表現の自由と情報発

信のマナー、⑤情報に対する不正アクセス、⑦ネッ

トワークの利用マナー、⑧セキュリティー（ハー

ド・ソフト・ウイルス）及び⑩その他情報倫理に

ついてである。その他の意見として、情報倫理は

重要なテーマであり、かつ、情報倫理を専門とす

る教員は極めて少ないという現状を考慮すると、

全学出動方式の共通教育にはなじまないので⑫そ

の他の専門家に任すべきであるとする回答があっ

た。

3)理学部

理学部の要望は、①著作権に関すること、②知

的情報の所有権、③個人情報とプライバシー、④

表現の自由と情報発信のマナー、⑤情報に対する

不正アクセス、⑥情報・データの不正コピー、⑦

ネットワークの利用マナー及び⑪コンピュータ情

報関連法規についてである。

4)医学部

医学部医学科では、情報の発信及び情報処理に

関すること同様に情報倫理に関しても、専門教育

として行うので⑬共通教育では必要なしと回答し

ている。

5)工学部

工学部の要望は、①著作権に関すること、③個

人情報とプライバシー、④表現の自由と情報発信

のマナー、⑤情報に対する不正アクセス、⑦ネッ

トワークの利用マナー、⑧セキュリティー（ハー

ド・ソフト・ウイルス）、⑨コンピュータシステ

ムの信頼性及び⑩その他情報倫理である。

6)農学部

農学部の要望は、①著作権に関すること、③個

人情報とプライバシー、④表現の自由と情報発信

のマナー、⑤情報に対する不正アクセス及び⑧セ

キュリティー（ハード・ソフト・ウイルス）をあ

げている。農学部においても、教育学部と同様に、

その他の意見として、情報倫理は重要なテーマで

あり、かつ、情報倫理を専門とする教員は極めて

少ないという現状を考慮すると、全学出動方式の

共通教育にはなじまないので⑫その他の専門家に

任すべきであるとする回答があった。

3. 共通教育における情報処理教育

カリキュラム改善のための調査として理系・文

系から 5クラスを選抜し、アンケート調査を行っ

た（黒田・岡崎、 2001)[4l。大学入学以前に、コ

ンピュータについてどの程度の知識を持っていた

か、また操作技術を身につけていたかについて質

問した。自宅でコンピュータが利用できる環境に

あった学生と、そうでない学生に分類して検討を

行った。その結果、コンピュータの有無は、情報

教育の内容に対してはほとんど影響を与えていな

いことが分った。そして、操作を主とした作業は

ある程度習得しているが、理論的な思考力が伴う

ことについては、あまり理解していないことが明

らかになった。

「情報科学演習」の授業内容の難易度（理解度）

の検討に際しては、ソフトウエア及びハードウエ

ア等に関する質問を行い、入学前の知識・技術に

ついての設問のスコアを各個人で平均し、その値

を学生の事前知識の指標とみなして、上級者と未

習熟者の2つのグループに分類して検討を行った。

マウス・キーボードをはじめコンピュータの基本

操作と、ワープロソフトを利用した文書作成から

印刷に至る一連の操作に関する習熟度と、表計算

ソフトの活用及び表計算ソフトの関数利用に関す

る習熟度について検討を行った。これらの調査結

果から、上級者は操作系の内容については熟知し

ているが、「関数の利用」のような理論的内容に

ついては、未習熟者との間で目立った差が認めら

れないことが分かった。

次に、現行の「情報科学演習」に含まれていな

いWebページ作成、コンピュータ・グラフィッ

クス、プレゼンテーション・ツールの利用、マル

チメディア・コンテンツ作成、プログラミング言

語、 UNIX系OS(オペレーティング・システム）

の利用に関する興味と、これらの科目を授業科目

として追加すべきか否かについて質問してみた。

その結果、コンピュータ・グラフィックスに関し
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ては、上級者・未習熟者の両グループとも興味と

関心を示し、授業科目としての必要性についても

肯定的な回答を示した。一方、プログラミング言

語に関しては、両者とも多少の興味は示すが、授

業科目としての必要性に関しては、コンピュータ・

グラフィックスに比べて劣ることが明らかになっ

た。コンピュータ・グラフィックスとプログラミ

ング言語は表裏一体の関係にあり、彼らが本当に

コンピュータ・グラフィックスについて勉強しよ

うとすれば、プログラミング言語に対する興味と、

その必要性についても認識すぺきである。ところ

が、彼らの要望は現実の受講態度や、勉学姿勢に

おいては必ずしも反映されていないことがうかが

える。

一般的に、パソコンの操作を主とした項目に関

しては、高校においても大学における調査結果

（黒田・岡崎、 2001、2005)[4l [5l と同様に、その

習得レベルはかなり高い。ところが、現在の情報

科学演習には含まれていない、 Webの作成のよ

うな情報発信に関すること、表計算ソフトにおけ

る「関数」の利用のような情報処理に関すること

及び情報倫理に関するテーマについては学習する

機会も少ない。これらの問題点は、今回のアンケー

ト調査結果における学部・学科・系等からの共通

教育に対しての要望事項とも合致しているといえ

よう（表2、表3及び表4参照）。

4. おわりに

今回実施したアンケート調査結果から、高校教

育に委ねるべきテーマと、大学が教育すべきテー

マとが明らかになった。大学が共通教育として教

育すべき主な項目としては、 (1)情報の発信に関す

ること、 (2)情報処理に関すること、 (3)情報倫理に

関する以上の 3点が考えられる。

最後に、本アンケート調査には、大学教育セン

ター長はじめ、情報関係科目企画委員会委員なら

びに調査を支援していただいた教務課教務第一係

担当者各位にお礼申し上げる。
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